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●二人のお付き合いが始まったのはいつ

頃ですか？

野村　中学２年の時に、たまったお小遣

いを持ってギターを買いに行ったんです。

それが新宿の KEY。大学生だったハタ坊

はそこでバイトしてた。グレコのブライア

ン・メイ・モデル（BM-900）を買いたく

て入ったら、" ない ” って言われたの。

波多野　その頃、BM-900 ってグレコの

中でもプロジェクト・シリーズの一本で、

数が少なかったのね。だから、たまたま

その時も在庫がなくて。

野村　だけど、これがあるよって、エース・

フレーリー・モデル（P75）を出してきた。

僕はクイーンのコピーをやりたくてブラ

イアン・メイを買いに行ったのに（笑）。“ 今

これを買ったら、ハードケースを付ける

よ ” って言うわけ。それで買って、キッス

のコピーを始めちゃったの（笑）。そこで

人生狂った。ロックンロール方面に（笑）。

それからだよね。

波多野　知り合って数十年たつけど、未

だにただのギター小僧と店員。

野村　弦やピックはもちろん、パーツや

ピックガードなんかも買いに行って、そこ

でいろんなことを教わった。“ こういう改造

をしてみたいんだけどできる？ ” って次々

聞くと、こうすればいいって教えてくれる。

波多野　一緒になって面白がってただけ

なんだよな。

野村　そうそう。そんなことしてると、“ こ

んなの入ったぜ ” って奥からギターが出

てくる。“ スッゴイ、テレキャス ” ってい

うと、" いや、エスカイヤー ” みたいな。“ 何

が違うの？ ”、“ フロントのピックアップ

がないだろ ” って、そんな風にやってきた。

波多野　今は俺より詳しくなってる。で

も、覚えてる最中は俺のが詳しい時期も

あるわけじゃん。ザ・グッバイのツアー

が始まって、全国に行けるようになると、

そこら中の楽器屋に行くわけ。そうする

と、変なのが売ってたって必ず電話がか

かってくる（笑）。

野村　今、沖縄の質屋にいるんだけど、“ こ

れ買い？　それとも見送り？ ” みたいなこ

とがしょっちゅう。

波多野　最初は地下鉄で店に来てたんだ。

それがバイクの免許とってバイクになっ

て、そのうち車の免許とると、車で来る

ようになるわけ（笑）。

野村　16 歳でバイク、19 歳で車になるわ

けですよ。車になった途端に、“ 芝浦のス

タジオにアンプを届けなきゃいけないか

ら、車出して ” って言われて、僕が KEY

の楽器車になったり（笑）。

波多野　やらせたね（笑）。

野村　そうこうしてるうちに、ジャニーズ

事務所を辞めて、このあとどうしましょ

うっていう時に、時間がいっぱいできたか

ら、また毎日のように行くようになって、

行くたんびに店の裏にあった喫茶店でご

飯食べさせてもらった。ほぼそういう状況。

波多野　だから納品もさせられる（笑）。

野村　時間があると二人で東京中の楽器

屋を回るの。ハタ坊も楽器業界ですごい

有名人だから、行く店行く店で店員が寄っ

てきて、あれこれ話しかける。“ こないだ

買い取ったギター見てくれませんか？ ” と

か。そうすると、ねじが違うとかピックガー

ドが新しいとか答えてるんだけど、こっ

ちは意味がわからないわけ（笑）。その横

で僕は店のギターを見てたりとか。そん

な風にたくさんの楽器屋さんを回ってい

たら、“ 野村義男はハタ坊の回し者 ” って

いうんで値引き率をよくしてくれたりし

て。楽器屋さんで買いやすくしてくれた

のはハタ坊だから。あと、東京の楽器屋

で店員さんだった人たちが、地方に転勤

になったりもするわけ。そういうので、日

本中の楽器屋さんでラクチンな待遇を受

けることができた。

●波多野さんはのちに世田谷で BOW'S 

GUITAR GALLERY と い う ビ ン テ ー ジ・

ショープを立ち上げましたね。野村さん

の行くところが一件増えました（笑）。

野村　そう。ギターを見に行くにはこっ

ちのほうが面白いわけ。B.C. リッチのダブ

ルネックがテーブルの下から出てきたり

するから（笑）。

●そこからも長い付き合いになると思う

のですが、そんな波多野さんから見た野

村さんのギターに対する入れ込み方をど

う思いますか？

波多野　行き過ぎ（笑）。

野村　未だに言うよね、ただのB 級好きって。

波多野　モノっていうのは、好きなモノ

を好きなように買うのが本来の買い方で

しょ。だから義男も好きなギターを好き

なように買ってたわけ。そうすると、変な

ものがいっぱい集まってくるわけよ。そ

のまま行っちゃうとキリがないし収拾も

つかなくなる。でも、買える時に王道を

押さえたほうが絶対いいと思うから、B 級

野郎って言われないために王道を押さえ

てからにしろよとアドバイスした。これを

持ってれば、それ以上突っ込まれなくな

るようなものは押さえましょうよと。

野村　例えばビザールだけにこだわる人

いるでしょ。それはそれでいいと思うん

だけど、ビザールも好きでフェンダー、

ギブソンも好き。だったらちゃんと全部

押さえればみんなが納得するっていう

話なの。だから、気が付いたらハタ坊が

知らないようなビザールものもいっぱい

持ってて。

波多野　今となっては義男が買ってきた

から見ることができたギターも何本もあ

る。“ 普通そこに手を出さないよな、でも

買ってきたなら見せて ” みたいな（笑）。

●野村さんはギターの知識がすごいです

よね。英語の文献などもたくさん読んで

いるし。

波多野　本当に好きだから、興味を持っ

て見るから、それが知識になっていくし

覚えられる。興味がないと、数を見ただ

けでは、知識として身につかないよね。

そこをちゃんとやってるところがすごい。

●必ずモノを見て語りますよね。

野村　そうそう、買わないと絶対に知る

ことはできない。オールドのストラトを知

りたくて、３日間借りたところでわかんな

いと思う。買って手に入れて初めて価値

がわかるんです。

波多野　あと、集めるだけじゃなくて、

楽器として使えるものを買うんだよね。

そこはすごい。俺なんかは明らかにコレ

クターなの。弾くギターと集めるギター

を完全に分けてるんだけど、義男は基本

的に全部弾く。そこがすごいよ。

●一緒にギターを買いに行ったことはあ

るんですか？　例えばアメリカとかに。

波多野　それ、一回やろうよって言って

るんだけど、スポンサーがいない（笑）。

行きたいよね。楽器屋さん自体も少なく

なっちゃったし、ギターショーに行くしか

ないよな。

野村　逆に言うと、楽器屋に行っちゃい

けないんだよ。ポーンショップ巡りがいい。

波多野　でも、質屋にもないよ。

野村　いや、それは違う。オールドのこ

と言ってるでしょ。そこがダメなんだよ。

ポーンショップにはフェンダー、ギブソン

はもう置いてないかもしれないけど、フェ

ンダー、ギブソンは日本で買ったほうがい

いって。だって、日本のほうがあるんだも

ん。じゃなくて、日本に入れられないギター

を買いに行く。コスト的には日本に入れら

れないギターを買って、手持ちで帰ってく

る。高いギターは今や日本のほうがいっぱ

いあるハズだから。だからハタ坊に言わ

せると “B な ” ギターを見てみたい。知ら

ないギターがいっぱいあるから。

波多野　アメリカには人と違うものが欲

しいっていう客のほうが多いから、なん

でこんな在庫でやってけるんだろうって

いうような店が今でもあるのよ。そうい

う店に行きたいね。

野村　ロスのブラック・マーケット・ミュー

ジックは最高だったね。そこでエース・

フレーリーのヴェレノ（P116）を買ったの。

波多野　あれは、義男が買う前に俺がサ

ンフランシスコで見たの。サンフランシ

スコにちょっと危ないエリアがあって、そ

の店は最初そこにあった。名前からして

ヤバそうじゃん。あえて汚いレンタカー

を借りてそこに行ったら、そのヴェレノが

あったんだけど、輸入してもコスト的に

合わないなと思って見送ったんだ。何年

かしてロスに移転した店で義男が見つけ

て、そこで買ってきた。

野村　そうそう。その店は僕が行った時

はすごくて、白いレス・ポール・スタン

ダードがあったの。おまけに金のバイン

ディングが付いてる。グレッチ好きがオー

ダーしたんだと思うんだけど、それが飾っ

てあって。あとダブル・カッタウェイのテ

レキャス。ストラトじゃなくてテレキャス

なんだ（笑）。でも、ああいうとこは店の

中は写真撮れないから、目に焼き付ける

しかなくて。それを帰ってきてハタ坊に

伝えたら、“ ないよそんなの！ ” って言う

んだけど、“ 俺は見た！ ” みたいな。そう

いう会話を飲みながら延々やってる（笑）。

だから、アメリカにはまだきっと何かが

あるんだ。

●ギター話は尽きませんね。それでは最

後に野村さんにエールを。

波多野　ギター・ファンに影響力を持つ

ギタリストであってほしいね。これからも

情熱を失わずに。
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人生を狂わせたオーソリティとの語らい




